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。 （ 学生生活へ夢いっぱいの1,714名の入学
\.J 0 平成4年度富山大学入学式を挙行
。
。
平成4年4月10日働， 富山市公会堂一一
引き 続 き ， 本学合 唱団が「富 山大学歌」 と 「富 山 大
学学生歌一新 し き 時代 の 息吹－」を 合 唱， ギタ ーマ ン
ドリ ン クラブがギタ ー ・ マ ン ドリ ン 演奏で 「チ キチ キ
パ ン パ ン 」 を ， ま た ， フ ィ ルハ ー モニー 管 弦楽団 が
「行進 曲『威風堂々』第 1番」 の 管弦楽演奏を 行 い ，
入学式 に 華を 添え ま し た 。
平成 4 年度富山大学入学式が， 平成 4 年 4 月 1 0日樹
午前10時30分 か ら 富 山市 公会 堂に お い て挙行 さ れ ， 新
入生が学生生活の 第 一歩を 踏 み 出 し ま し た 。
式で は， ま ず小黒学長か ら ， 学部入学生 1,544名， 専
攻科入 学 生 1 名 ， 大 学 院 入 学 生 1 69名 ， 合 計 1, 7 1 4名
（ うち外国人留学生34名 を 含む。 ） の 新 入 生 に 入 学 許
可宣言があ り ま し た 。
次い で， 学長告辞で小黒学長 は， 「大学 に お け る 教
育 は， 高校 ま で の 教育 と 違い， 高 度 の 学問と 研 究 に 裏
付 け ら れ て い る こ と を 十分理解 し て ほ し い 。 ま た ， 大
学 に 何を 求 め ， 何を期待 し て 入学 し た か を 改 め て 自 分
に 問い た だ し ， 今後 何を な すべ き か 熟慮 し ， そ れ を 実
行 し て ほ し い 。 そ う し た大学教育で物事 の 本 質を 理 解
す る 態度 と 力を 身 に つけ る ことに よって， 激動す る 国
内 ・ 国際情 勢に お の ず と 対処 で き る こ と に な る 。 」 と
こ れ か ら の 大学生活の基本的心構 え と 自 覚を 諭さ れ ま
し た 。
こ れ に 対 し て ， 新入生 1,7 14名 を 代 表 し て 経 済 学 部
経済学科土井里恵さ ん が， 「私達 新入生一同 は ， 在学
中 学則 を 守り ， 自 己 の 研鎖に努 め ， 心 と 体 を 鍛え る と
と も に ， 国際化時代に 生 き る 者 と し て の役割を 自 覚し，
学識を深め る な か で 豊か な 国際感 覚を 身 に つ けた 人 間
と な る よ う努 力 し ま す 。 」 と 力 強く 宣誓 し ま し た 。
次い で， 部局長 紹介で， 各学部長 （研究科 長 ） ， 教
養部長， 学生部長及 び事務局長 がそ れ ぞ れ 紹介 さ れ ，
式 を 閉じま し た 。
企 新入生を代表して力強く宣誓する経済学部経
済学科土井里恵さん
企 大学生活の第一歩を意気揚々と踏み出した新
入生 （ 当日は満開の桜の中あいにくの小雨模
様となった）
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入学式学長告辞（全文）
学 長 小黒 千足
本日入学を許可 さ れ た 諸君
に 全学 の 教 職 員 を 代 表 し て ，
心か ら お 祝い を 申 し 上げます。
ま た ， こ の日を 心待ちに し て
お ら れ た 父兄の 皆様に も 併せ
て お 慶び を 申し上げ ま す 。
苦 し か っ た受験期 が こ れ で 終わ り ， こ れ か ら は 新 し
く 大学生 と し て の生 活を 送 ら れ る こ と に な り ま す が，
こ の と き に 当 た り ， 思う こ と の 一 端を 申 し 上げ ま す 。
ま ず， 大学 に お け る 教育 と ， 諸君が高等学校 ま で に
受 けた 教育 の 違い は ， 何処 に あ る か を 明 ら か に い た し
た い と 考え ま す 。 大 学 の 教育 は ， 高 度 の学問と 研 究 に
裏 付 け ら れ た も の で ， こ れ は 非常 に 重要 な 意味を 持 っ
て お り ま す 。 各 々の 先 生 は ， そ れ ぞ れ の 研 究， 情 報 ，
あ る い は 信ず る と こ ろ に 従っ て 授業 を 行い ま す 。 従 っ
て ， 大学 で は検 定 を 受 けて 全 国 的 に 画一化 さ れ た 教 科
書 は一切用 い ま せ ん 。 極端に 言 うな ら ば， 全 国 の どの
大学の 講義， 実験 も 同ー の も の は 全 く あ り ま せ ん 。 例
え ， 講義の 名 称 が同じで あ っ て も ， 内 容は 異 な り ， 思
想、が違い ま す 。 諸君は こ の 意味を 充分 に 理解 し て ， 教
室に 臨ま れ る こ と を 希望い た し ま す 。
第 二に， こ こ に お ら れ る 各 自 が， 何を 求め， 何を 期
待 し て 大学 に 入学 し た か を， 改 め て 確認 さ れ る こ と を
強く 望み ま す 。 勿論， そ れ ぞ れ 目 的 を 持 っ て 入 学 さ れ
た こ と は 疑い も あ り ま せ ん が， 本日改 め て そ れ を 確認
し ， そ の 目 的 の た め に は， 今 後何を す れ ば よ い の か ，
熟慮 さ れ る よ う願います 。 入学 に 当た り ， 様々な 希望
や， 計画 を 胸に 秘め て お ら れ る と 思い ま す が， 大 切 な
こ と は 決心す る こ と で は な く ， 実 行す る こ と で あ る と
言 う こ と を 忘れ な ければ， 希望の 半ばは 叶え ら れ る と
信じて お り ま す 。
次に， 大学教育 の 深遠 な 意味を 説明 い た し ま す 。 よ
く 御 存 知 の よ うに ， 最近の政治及 び経済社会 の 情 勢 は
国 際的 に も 圏内 的 に も ， 目 ま ぐる し く 変化 し て お り ま
す 。 1 年前の 世界の 情 勢 と 現在 と 比較 し て， そ の 変貌
を 考 え た な ら ば． 更に 1 年 後を 予測す る の は， 甚だ困
難 と 言わ ざる を 得 ま せ ん 。 ま し て， 諸君が卒業 す る 4
年 後 を 考 え る こ と は ， ほ と ん ど不可能 で あ り ま す 。 一
方， 諸君に は卒業 の と き が間 違い な く 参 り ま す し ， そ
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の と き どの よ う に 対処す る か で， そ の 後の 人生 は 変わ
り ま す 。
し か し な が ら ， 予測は で き な く て も ， 対 処 は可能 で
あ り ま す 。 そ れ は， 諸君が大学で何を 学 び取 る か に か
か っ て お り ま す 。 大学で学ぶの は知識 も あ れば技 術 も
あ り ま す 。 し か し ， 最 も 重要 な こ と は， 物事 の 本 質を
理解す る 態度 と 力 で あ り ま す 。 本 質が理 解 さ れ れ ば，
お の ず と 対処 の 仕方は生 ま れ て 来 ま す 。 結論が唯一 で
な い に し て も ， 方向 を 間 違うこ と は あ り ま せ ん 。 諸君
がどの 学部 に 属し， 何を専攻さ れ よ う と も ， 大 学 で し
か 得 ら れ な い 教 育 の 本 質を 見損な わな い で学 習 さ れ る
こ と を 希望い た し ま す 。
最後に な り ま し た が， 本大学 で は， よ り 良き 教育 を
実施す る た め に ， 不断 の 改善 を し て参 り ま し た 。 し か
し な が ら ， 将来更に 大 き な 改 革を 検 討して お り ま す 。
諸君の 理解 と 協力 を お 願い す る 次第 で あ り ま す 。
こ こ に 再度入学 を お 慶び し ， 充実 し た 大学生活を 送
ら れ る こ と を 願っ て ， 告辞を 終わ り ま す 。
. 学長告辞に聴き入る新入生
企 新入生を歓迎してオーケストラ演奏が行われ
る
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一一
新た に 3 氏が本学 名誉教授 一一
長き［名誉教授の称号記が授与される
仁三号
去 る 4 月 17日幽開 催の平成 4 年度第 l 回評議会 に お
い て， 本年 3 月末 日を も っ て本学を 退職 さ れ た鹿瀬稽
七郎 氏 （元教育学部教 授） ， 吉岡周明 氏 （ 元 教 育 学 部
教 授） 及 び鍬回邦夫氏 （元教養部教授） の 3 氏 を 本学
名 誉教 授 と す る こ と が決定 し ， 4 月 27日（月）小黒 学 長 か
ら 称号記が授与さ れ ま し た 。
以下， 新 名 誉教 授を 紹介 し ま す 。
. 称号記が授与された後， 新名誉教授を囲んで懇談が行われる
（平成4. 4. 27 於：学長室）
名 誉教 授
鹿 瀬 轄七郎
大 阪大学工学部電気通信工
学科卒業
昭和25年 3 月 大 阪大学工学部 を 卒業後， 同26年 4 月
富 山県立 石動高等学校教 諭に 任 ぜ ら れ， そ の 後， 富 山
県 内 公立学校の 教 員を経て， 同36 年 4 月富山 大 学 教 育
学部講 師 に 採用 さ れ， 同44年 1 1 月 富山大学教 育 学 部 助
教 授， 同 57年 2 月 富 山大学教 育学部教 授に 昇任 し ， 平
成 4 年 3 月 31日限 り 停 年 に よ り 退職 さ れ る ま で， 本 学
に お い て31年 の 永 き に わた り 熱心 に 学生の教育 ・指 導
に 専念さ れ ま し た 。
一方， 「技術科」 の 草創期 か ら 現在に 至 る ま で円満
な 教科運営 に 尽力さ れ， そ の 礎を 築か れ た功績 は 大 き
し研究 面で は， 現在の エ レ クトロニクス 技術 に も つ
な がる 薄膜蒸着分野 の研 究 を 永 年 に わ た り 続け ら れ ，
一連の 論文等で発表 さ れ ま し た 。 ま た， S I 理 念に 基
づ く 単位系 の 導 入 を 早く から教育面に 取 り 入 れ ら れ ，
情 報教 育に も 情 熱を 注がれ， 同 氏 の 誠実温厚な 人 格 と
相侠って多く の 有 為 の 人材育成に 貢献さ れ ま し た 。
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昭和23年 3 月 京都大学工学部を卒業後， 同28年 4 月
富 山 県立新 湊高等学校教諭に 任 ぜ ら れ， そ の 後， 富 山
県 内 公立学校 の 教員 を 経 て ， 同35年 1 月 富山大学教育
学部講師 に 採用 さ れ， 同40年 8 月 富山大学教育 学 部 助
教 授， 同56年 2 月 富 山大学教育学部教授に 昇任 し ， 平
成 4 年 3 月 31日限 り 停 年 に よ り 退職 さ れ， 32年 の 永 き
に わ た り 終始 熱心 に 学生 の 教育 ・ 指導 に 専念さ れ， 教
育者等多数 の 人材育成 に 貢献さ れ ま し た 。
こ の 間， 昭和59年 4 月 か ら 同63年 3 月 ま で 4 年 間 教
育学部 附 属 中 学校長 を 併任 さ れ， 中 学校教育 の 発 展 と
教 育学 部 の 管理運営 に 寄 与さ れ ま し た 。
一 方， 研究面で は， 「機械」 の 教 授 と し て 研 究 に 従
事 し ， 「浮動ブッ シ ュジ ャ ー ナル軸受 の研究」 な ど潤
滑工学 の 分野 に お ける 一連 の 研究成果を日本機械学 会
論文集 な どの学会誌に 発 表 さ れ， 酒滑の 学理 の 進 展 に
寄 与さ れ ま し た 。 ま た ， 日本産業技術教育学会 北 陸 支
部理事 な どを 歴任 し て， 産業技術教 育 の 発展に 貢献さ
れ ま し た 。
名 誉教 授
鍬 田 邦 夫
大 阪大学大学院経済学研 究
科 修士課程修了
同氏 は， 昭和31年 9 月 大 阪 府立 大 学 経 済 学 部 助 手 ，
同35年 12月 大 阪 府立大学経済学部講 師 を 経 て ， 同43年
4 月 富 山大学教養部 助 教 授， 同50年 1 1 月 富 山 大 学 教 養
部教授に 昇任 さ れ， 平 成 4 年 3 月 31日退職 さ れ ま し た 。
こ の 間， 同氏は， 本学 に お いて24年の 永 き に わ た り
経済学 の 教官 と し て 教育 ・ 研究 に 従事 さ れ， 常 に 厳正
な姿勢を も っ て 学生 の 教育 ・ 指導 に 専念さ れ る と と も
に ， 多数 の 有 為 な 人材育成 に 貢献さ れ ま し た 。
同氏 は， 貨幣的 経 済 論の な か で も 一 貫 し て 貨幣的 生
産 経済 の 理 論的 ・ 実証的研究を テ ー マ と さ れ， 経 済 の
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実物面 と 貨幣面 と の 接合 （ そ れ ら の 相互作用 ） を 肯定
的 に 見る 立 場 に 立 ち， そ の 根拠を 資 本蓄積と 利子率並
び に 経済体 系 の クロー ズ性 に 求め ， 独自 の 信用 経 済 モ
デ lレを 展開 さ れ る と と も に ， 新 た な 金融政策論の 在 り
方を 究明 さ れ ま し た 。
一 方， 学 内 に お いて は， 本学の 情報処理施設 で あ る
計算機 セ ン タ ー の 運営委員会委員長 を務 め る な どそ の
管理運営 に参画 し ， 本学の情報処理教育 に お ける 学 内
共同利用施設 と し て の充実発展に 多大 の 貢献を さ れ ま
し た 。 ま た， 入学試験管理委員会委員 な ど入学 試 験 関
係 の委 員 を 永 く 務 め ， 特 に ， 共通第 1 次学力試験 が実
施 さ れ た 当 初か ら 本学の 入学者選 抜 方法研究委員会 の
専門委員 と し て 織密な 調査研 究 に た ず さ わ り ， 本 学 の
入学試験 に 大 き く 寄 与さ れ ま し た 。
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／日地域共同研究センターに多額の寄附〆／
《斗株式会社別川製作所に紺綬褒章が授与される�
一一4月20日， 小黒学長から伝達一一
平成 4 年 4 月 20日（月）学長室 に お い て ， 株式会 社 別 川
製作所代表取締役社長別川献氏， 小 黒 学 長， 龍山 地
域共同研究 セ ン タ ー 長， 今回事務局長ほか関係者 7 名
が出 席の 上， 紺綬褒章 の 伝達式及 び感謝状 の 贈 呈 式 が
行 わ れ ま し た 。
こ れ は， こ の た び， 株式会社別川製作所 （ 本 社：金
沢市 寺中 町 イ 1番地 ） か ら， 本学地域共同研究セ ン タ ー
に お け る 工学研究の充実及 び事業 に対す る 助成 を 目的
と し た 多額の寄附があ り ， こ れ に 対 し， 内 閣総 理 大臣
か ら 紺綬褒章が授与さ れ， 学 長 か ら 伝達 さ れ る と と も
に 感謝状が贈 ら れ た も の で す 。
ま た ， 小黒学長か ら ， 共同 研究等 を 通じ産学 の 連 携
を 推進 し て い る 折， 教育研究 の発展に寄与す る と こ ろ
誠に 大 き く 感謝申 し 上 げ た い と の 挨拶があ り ， 次い で，
別川社長か ら ， 大学の発展に役立つ こ と がで き 大 変嬉
し く 思っ て い る 旨の 挨拶があ り ま し た 。
こ の 後， 地域共同 研究セ ン タ ー に お い て龍山 セ ン タ ー
長 か ら も 感謝状が贈 ら れ ま し た 。
地 域共同研究セ ン タ ー で は， この寄附金で 「イ オ ン
ミリ ン グ 」 及 び 「原子／ラジ カ ルビ ー ム 発生装置」を
購入 し ， 新素材や電子 デ バイ ス の 分野 の 共同研究 等 の
充実 を 図 る と と も に ， 経営者研究者交流会 を は じめ と
す る 産学官 の連携推進事業 に 役立 て る こ と と さ れ て い
ま す 。
企 小黒学長から褒状を伝達される株式会社別川
製作所別川献代表取締役社長
. 褒状と感謝状を手にされ関係者が記念撮影（前列中央が別川社長）
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... 学術交流協定締結に向けて話し合われる（エ
学部会議室）
去 る 4 月 27 日 （月）マ レイ シ ア 工科大学副学長 ム ハマ ド ・
リズア ン 博士 （ 通訳 1 名 同 行 ） が， 同大学 と 本 学 と の
学術交流 を推進 す る 目 的 で来学 さ れ ま し た 。
報 第333号
始 め に ， 小黒学長 を 表 敬訪問さ れ ， 学長室で 今回事
務局長， 多々工学部長等 を 交え 懇談さ れ ま し た 。
引き 続き ， 工学部大会議室 に おい て， 多 工々学部長，
工学部評議員， 龍山地域共同研究 セ ン タ ー 長 及 び 工 学
部国際交流委員会委員 と 学術 交流協定の締結に 向けて，
基本的事項 を 中 心 に 種 々意見交換が行 われ ま し た 。
マ レイ シ ア 工科大学 と の 交流 は ， 本年 2 月 21 日 幽ア
ブ ・ ア ザ ン ・ ヤ シ ン 同 大学副学長が来学 さ れ， 教 官 の
交流等学術 交流 に つ い て話 し 合 われ た こ と を 受 けて ，
今回 の話合 い が持 た れ た も の で， ム ハ マ ド ・ リズ ア ン
副学長 か ら ， マ レイ シ ア の 工業 の 振興の た め工業 技 術
者 の 育成が必要 と さ れて い る 。 ま た ， 教官等 ス タ ッフ
の 充実 を 図 る た め に も ， 富 山大学 と の学術交流協 定 を
早急に 結び た い 旨要 望が述べ ら れ ま し た 。
最後 に 同副学長 は， 出 席者 の 案 内 で 工学部及 び 地 域
共同研究セ ン タ ー の 施設・設備を視察 さ れ ま し た 。
企 小黒学長を表敬して記念のスナップに納まるマレイシア工科大学ムハマ
ド・ リズアン副学長
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Qoo 平成4年度「とやま賞」に理学部小松助教授Qoo 
一一 贈呈式5月8日働 於． 高志会館一一
富 山 県 の 置県 百年 を 記 念
し ， 富 山 県 の 出 身 又は 在住
の 者で 学術研究， 芸術 文 化
等 の 分野 で 優れ た 業 績を 挙
げ， か っ ， 将来 の 活躍が期
待さ れ る 人 に 贈 ら れ る 「 と
やま 賞」 の平成 4 年度 （ 第
9 回 ） 受 賞者 の学術研 究 部
門 で， 理学部 助 教 授小松美英子 氏 （ 形態学） が選 ばれ
ま し た 。
贈 呈式 は， 去 る 5 月 8 日 樹高 志会 館 で 行 われ， 原 谷
置県 百年記念財団理事長か ら ， 小松助教授ら 6 氏 に そ
れ ぞ れ 賞状及 び 奨励金が贈 ら れ ま し た 。
同 氏 の 受 賞は ， 「ヒ ト デ の 個体発生及 び そ の 系 統 学
的考察」 の 研究が高 く 評価 さ れ た こ と に よ る も の です。
こ の 研究で 同 氏 は ， 約30種の ヒ ト デ に つ い て ， そ の 発
生 （個体発 生 ） を 明 ら か に し ． さ ら に， そ の 観 察 過 程
で， 新 し い幼 生 型と 卵胎生 （ヒ ト テ ・か ら ヒ ト デ の 子供
が産 ま れ る ） の ヒトデ を 発 見す る と と も に， 特 殊 な 発
生 段階 （雛胞匪期） を確認 さ れ ま し た 。 ま た ， こ の 結
果と， そ れ ら の ヒ ト デ の 分類学的位置 （ 例え ば， 原始
的 な ヒトデか高等 な も の か ） との 関連を 比較 ・ 検 討 さ
れ ， 系統進 化 を 解明 さ れ ま し た 。
こ の た び の 受 賞に 際 し ， 同 氏 は， 「私の 研 究 は ， 基
礎科学 の 分野 で す が， 最近， 社会 の ニー ズに 即応 で き
る 応用 科学 な どが重宝 さ れ て い ま す 。 そ の 中 に あ っ て
基礎的 な研究が理解 さ れ， 受 賞で き た こ と は大変嬉 し
い 。 」 と 語 っ て お ら れ， 今後 ま す ま す の 活躍が期待 さ
れ ま す 。
ミ』ミ）［！）�
異動区分 発令年月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 ，谷..... 
採 用 4 .  4 .  13 多 胡 久 技術補佐員 （経理部主計課）
，， 森 野 勇 ，， ，， 
II 平 井 徹 ，， ノノ
，， 林 敏 和 事務補佐員 （ 附属図書館）
，， 中 村 繁 之 ，， ノノ
／，， 高 越 義 一 ，， II 
II 杉 森 真希子 ノノ ，， 
4 .  4 .  15 白 川 律 子 〆／ （ 工学部）
，， 高 橋 志 保 II ( II ) 
，， 藤 谷 し のぶ II （ 地域共同研究セ ン タ ー）
4 .  4 .  22 大 森 啓 美 II （附属図書館）
4 .  5 .  1 西 浦 澄 子 臨時用務員（学生課作業員）
昇 任 4. 4 .  10  加 藤 征 江 助教授 （教育学部） 教 授 （教育学部）
4 .  5 .  1 長谷川 総一 郎 ノノ ノノ II ，， 
，，，， 菅 谷 孝 II （理学部） ，， （理学部）
死 亡 4 .  4 .  12 中 田 義 明 臨時用務員 （学生課作業員） 死 亡 （ 公務外）
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ミ』
ミJ
平成4年度科学研究費補助金の交付の内定について 此
この た び， 平成 4 年 度科学研究費補助 金 の 交付 が内定 さ れ ま し た 。
本学 に おける 研究種 目 ご と の 内 定 件数等 は， 以下 の 表 の と お り で す が， 内 定総数 で平成 3 年 度よ り 1 1件採択数 が
増加 し ま し た 。
応 募 件 数 内 定 件 数 採 択 ヰ.＋ーヱ・ 平 成 3 年 度
研 究 種 目
（ ）内は内数で継続課題 （継続課題を含む。） （%） 当 初内 定 件数
重点領域 研 究 (1 ) 1 1 100 
重点領域 研 究 （2) 12 6 50 2 
総 合 研 究 ω 6 ( 2)  3 50 1 
一 般 研 究 ω 1 。 。 。
一 般 研 究 侶） 21  ( 4〕 6 28.5 3 
一 般 研 究 （Cl 115  ( 5 )  2 1  18.2 19 
奨 励 研 究 ω 39 10 25.6 10 
試 験 研 究 巴，） (2) 7 ( 1 )  1 14.2 1 
計 202 (12) 48 23.7 37 
※ こ の 表 の 数 字 は ， 人事異動 に 係 る 転出， 転入 の 調 整 を 行っ て い な い も の で ある 。
平成4年度科学研究費補助金交付内定者一覧
研究種 目
研 究 代 表 者
研 ヴプ』1.. 課 題
配分予定 額 （千円）
所 属 職 氏 名 平成4年度 平成5年度 平成6年度
重点領域研究(1) 教 養 部 教 授 森 克徳 2 - 1 - 4 系 酸化物超伝導体の 頂点酸素 1 ,800 
と 熱伝導度の相関
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研究種 目
研 究 代 表 者
所 属 職 氏 名
重点領域研究（2) 教 養 部 教 授 藤井 昭二
，， 理 学 部 助 手 吉田 尚弘
，， 人文学部 助教授 宇野 隆夫
ノノ 工 学 部 助教授 北野 博己
／／ 理 学 部 教 授 桜井 醇児
，， 理 学 部 教 授 高木光司郎
総 合 研 究仇） 理 学 部 教 授 広岡 公夫
，， 教 養 部 助教授 藤田 正春
／／ 人文学部 教 授 富田 正弘
一 般 研 究日 理 学 部 教 授 笹山 雄一
，， 工 学 部 助教授 佐々木和男
／／ 工 学 部 助 手 高橋 隆一
，， 工 学 部 助教授 北野 博巳
，， 教 養 部 教 授 気賀浮保規
，， 工 学 部 助教授 松木 賢司
一 般 研 究（C) 工 学 部 教 授 坂井 純一
，， 理 学 部 教 授 桜井 醇児
，， 理 学 部 助 手 中村 省吾
／／ 理 学 部 助教授 小松美英子
，， 工 学 部 教 授 塩津 和章
，， 教育学部 教 授 奥村 義雄
.ー... 』
寸L
研
災害の進化
報
ワプセL 課 題
生物 と 環境水の 酸素同位体比の相関 と 変
動
電磁気調査及び古磁気に よ る 遺跡探査法
の 開発研究
エ パネセ ント波法に よ る 脂 質膜界面に お
ける 抗原抗体反応の速度論的研究
磁性金属人 口格子の熱電能 と そ の磁場効
果
高励起状態に おける 星間分子の分光 学的
研究
新第三紀に おける 日 本島の古地理的変選
外 国 人子女用 日 本語教材開発の た めの基
礎的研究
古文書料制京本にみる材質の地域的特質 ・
時代的変遷に関す る 基礎 的研究
両生類の カlレシトニンの生化学的， 生理
学的解明
線維芽細胞成長因子 に よ る本能及び情 道
行動， 学 習， 老化制御機構
新 し い 磁気記録媒体の試作 と 特性
コロイ ド 粒子の認識応答過程に対す る 粒
子表面水和層の影響に関す る ラマ ン分光
学的研究
中国河北における 刻経事業の総 合的研究一
房山雲居寺石経を中心lこー
高速超塑性 ア ルミニウム －SiC粒子 複 合
材料の開発に関す る研究
太陽フレア に伴う高エネルギー粒子加速
機構の解明
電気抵抗の 発散型温度変化を持つ Ce及
ひ’Sm化合物の熱電能 と そ の磁場変化
クラミドモナス の鞭毛形態形成が異常な
突然変異株の解析
ヒ ト デにおける 個体発生と系統と の関係：
下等な 群， ス ナヒトデ属 を用 いて の解析
セ ラミックス 被覆膜の密着性及び強度評
価に関す る 破壊力学的研究
地 方都市に お ける階級・階層構造と 社会
的移動の実証的研究
第333号
配分予定額 （千円）
平成4年度 平成5年度 平成6年度
1,500 
1,000 
4,400 
2,100 
1,300 
27 100 
7 300 
3,000 
9 100 4 000 3 000 
900 
1 200 
2,000 
2 100 
3,000 900 900 
5,500 900 
200 
300 
600 
500 
400 
2,100 
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研 究 代 表 者
研 qプb1.. 課 題
配分予定額 （千円）
研究種目
所 属 職 氏 名 平成4年度 平成5年度 平成6年度
一 般 研 究 （C) 人文学部 教 授 藤本 幸夫 日 本現存朝鮮古刊本の調査と その 語学的 ・ 800 
書誌学的研究
，， 人文学部 助教授 磯 部 彰 近世にお け る 中国 ・ 朝鮮 ・ 日 本＝ 国の く 1, 100 500 
西遊記＞演劇の比較研究
II 理 学 部 教 授 渡辺 義之 リ ー マ ン等 質空間 上の対称変換 と 大域 幾 1 000 
何学
，， 教 養 部 教 授 中越 矩方 代数拡大体の 乗 法的構造の研究 900 
／／ 理 学 部 助教授 東川 和夫 不変計量に よ る 双曲型複素多様体の解析 2 000 
，， 理 学 部 助教授 川崎 一朗 日 本列島近辺の サ イレ ン ト／ス ロー ア ー 1, 100 500 
ス クエ イクの検出
，， 理 学 部 助教授 庄子 仁 ド ー ム グ リ ップ雪氷 コ ア の 力学試験 1,200 500 
// 理 学 部 助教授 金森 寛 パナジウム （ill） 錯体の水溶液内配位構 1,300 600 
造と オ キソ架橋二核錯体形成能
ノノ 教育学部 教 授 相馬 恒雄 飛騨ナップの 存在と 移動時期の確定 900 
／／ 工 学 部 講 師 丹保 豊和 m-v族半導体 と E一羽族層状半導体の 2,100 
ヘテ ロ界面形成 と そ の物性
，， 工 学 部 教 授 能 登谷久公 炭 化珪素粒子分散型ア ルミニウム 合金の 1,600 500 
穴明け用多結晶ダイヤモン ド 工 具の設計
と 製作
II 教育学部 助教授 諸問 晴美 高機能性を付与 し たノfン テ ィー ス トッキ 1,300 500 
ン グの 消費科学的研究
一般研究 （C)萌 人文学部 講 師 岩井 瑞枝 フォ ン テ ー ヌフeロ一派研究 800 400 
，， 理 学 部 助教授 平山 実 量子群上の ゲー ジ場の理論 600 600 600 
，， 工 学 部 助教授 吉村 敏章 硫黄窒素 三重結合を持つ新 し い 化合物チ 1,800 
ア ザイン類の合成 と 反応に関す る 研究
，， 工 学 部 助教授 松郷 誠一 長波長光照射 に よ り 水酸 ラ ジカ jレを発生 1,300 500 
す る 試薬の分子設計一光フェン ト ン試薬
の開発一
奨 励 研 究 凶 経済学部 講 師 中村 博之 フレキシ プル生産 シ ス テ ム の 計画 と 統制 700 
の ための管理会計シ ス テ ム
II 経済学部 講 師 鈴木 基 史 ディス クロー ジャ ーの拡大 と 増分情報内 900 
容の分 析 （ キャ ッシュ ・ フロー情報を中
心に）
，， 理 学 部 講 師 藤田 安啓 確立論的手法 に よ る Volterra型積分方 1 000 
程式の解析
，， 理 学 部 助 手 大藤 茂 現断変形時の 岩石の不安定流動 と 微細構 1,000 
造の 形成過程
，， 工学 部 助 手 星野 一宏 温度刺激応答型酵素の開発 と 固体バイオ 900 
マ ス の エ ネルギー 資源への連続変換にお
ける利用
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研究種目
研 究 代 表 者
研 7勾そL？ 課 題 配分予定額 （千円）
所 属 職 氏 名 平成4年度 平成5年度 平成6年度
奨 励 研 究 凶 教 養 部 講 師 鳥 海 清司 Squat Jumpに お け る 膝関節の は た ら 700 
き に つ いて の研究
II 工 学 部 助 手 小野 慎 3構造形成ペプチ ド を 固定化 し た クロマ 900 
トグラフィー担体 に よ る 分子認識
奨励研究凶萌 教育学部 助教授 河本 肇 セ ルフ ・ エ フィカ シ ー に よ る “あせ り ” 600 
の解消に関す る 臨床心理学的研究
，， 経済学部 講 師 滝 敦弘 銀行に よ る 役員派遣の実証的研究 （メイ 900 
ンパンクのー側面の考察）
ノノ 工 学 部 助 教授 宮本 真敏 開環重合に よ る 新規生分解性高分子の合 800 
成
試験研究日（ 2) 工 学 部 助 手 高橋 隆一 高品質薄膜形成用 トロイダルプラズマ式 3 000 
スバッタ装置の開発
平成4年度科学研究費補助金（国際学術研究）交付内定者一覧
種 別 分 野
研 究 代 表 者
研 オのそ1士. 課
配分予定額 （千円）
所 属 職 氏 名
題
平成4年度 平成5年度 平成6年度
学術調査 社会系 人文学部 助教授 末原 達郎 アフリカ に お け る 食糧生産 と そ の社会 6 500 6 000 6 000 
経済的 背景に関す る 研究
／／ 理学系 理 学 部 教 授 広岡 公夫 イン ド 半島マ ハナディ地溝帯及びゴダ 3 500 7,000 
パリ地溝帯の 地史と プレー トテクトニ
クス の研究
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｜平成4年度富山大学入学者数｜
（学 部）
ザA主ゐー 部 学 科 （課 程） 入学者数
人 文 学 科 96 
人 文 学 部 宝U玉"' ザ,u
ゐー
文 A号"t 科 1 10 
計 20 6 
小 学 校 教 員 養 成 課 程 100 
中 学 校 教 員 養 成 課 程 50 
養護学校教員養成課程 20 
教 育 学 部
幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 30 
情 報 教 育 課 程 40 
計 240 
経 済 学 科 161 
昼 間 主 経 営 学 科 136 
コ ー ス 経営法学科 10 2 
計 399 
経 済 学 部 経 済 学 科 20 
夜 間 主 経 営 学 科 21 
コ ー ス 経営法学科 20 
計 61 
計 460 
数 A号ふi.」 科 53 
物 理 ぷーテ凶』 科 47 
化 号AムLι 科 43 
理 学 部
生 物 悼弓ん与 科 45 
地 球 科 子,u.ιc 科 32 
計 220 
電 子 情 報 工 学 科 138 
機 械 シ ス テ ム 工 学 科 108 
工 学 部 物 質 工 �曲� 科 85 
化 学 生 物 工 学 科 87 
計 418 
ムEコ 計 1 544 
専
教 育
計
攻
専 攻
入学者数
（平 4 年 4 月 10 日 現在）
（大 学 院）
研 究 科 専 攻 入学者数
日 本 ・ 東洋文化専攻 7 
人文科学研究科 西洋文 化 専 攻 2 
計 9 
地域 経 済 政 策 専 攻 4 
経済学研究科 企 業 経 営 専 攻 9 
計 13 
数 且号主．ー 専 攻 9 
物 理 学 専 攻 13 
化 一A子主ι 専 攻 15 
理 学 研 究 科
生 物 学 専 攻 17 
地球科 学 専 攻 5 
計 59 
電 気 工 学 専 攻 8 
工 業 化 学 専 攻 20 
金 属 工 学 専 攻 14 
機 械 工 学 専 攻 10 
工 学 研 究 科
生 産 機械 工 学 専 攻 9 
化 学 工 学 専 攻 14 
電 子 工 学 専 攻 13 
計 88 
辺Eヨ、 計 169 
合計 1,714名
（注） ・ 人文学部 に は， 外国人 留学生 1 名 を 含む。
（人文学科 1 名 ）
・ 経済学部 （ 昼 ） に は， 外国人 留学生 14名 を含む。
（経済学科 2 名 ， 経営学科 12名 ）
・ 工学部 に は， 外 国人留学生 1 1 名 を 含む。
（電子情報工学科 4 名， 機械 シ ス テ ム 工学 科 6
名， 物 質工学科 1 名 ）
・ 経済学研究科 に は， 外 国 人 留学生 1 名 を 含む。
（ 企 業経営専攻 1 名 ）
・ 理学研究科 に は， 外 国人 留学生 2 名 を 含む。
（物理学専攻 1 名 ， 化学専攻 l 名 ）
・ 工 学研究科 に は， 外国人留学生 5 名 を 含む。
（金属 工 学科 1 名 ， 生産機械工学科 1 名 ， 化 学
工学科 1 名 ， 電子工学科 2 名 ）
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（法律） 。文 部 省 定 員 規 則 の 一部 を 改 正 す る 省 令
。一般職 の 職 員 の 給与等 に 関す る 法律及 び （文部12)
行政機関 の 休日 に 関 す る 法律 の 一部 を 改 。文部省設置法施行規則 の 一部 を改正す る
正 す る 法律 （28) 4. 2 省令 （ 同 13)
。旅券法 の 一部 を 改正す る 法律 （35) 4. 24 。国立学校設置法施行規則 の一部を改正す
る 省令 （ 同 14)
（政令） 。教育 公務員特 例法施行令第 1 条 の規定 に
。国立学校設置法施行 令 の 一部 を 改正す る 基づ き 大学院 に 置 か れ る 研究科 の 長 を 定
政令 （95) 4. 1 め る 省令 の 一 部 を 改正す る 省令 （ 同 15)
。一般職 の 職 員 の 給与等 に 関す る 法律及 び 。国立大学 の 学科及 び課程並 び に講座及 び
行政機関 の 休 日 に 関 す る 法律 の 一部 を 改 学科目 に 関 す る省 令 の 一 部 を 改正 す る省
正 す る法律 の 施 行期 日 を定め る 政令 （105) 4. 6 令 （同 16)
。行政機関職員定員令及 び沖縄の 復帰に 伴 。 日 本体育 ・ 学校健康 セ ン タ 一法施行規 則
う 行政機関 の 職 員 の 定員 に 関 す る 法律 の の一部を改正す る 省令 （ 同 17)
適 用 の 特別 措置 に 関する政令 の 一部 を 改 。大学共 同 利用 機関組織運営規則 の 一部 を
正す る 政令 ( 108) 4. 10 改正す る 省令 （同 19)
。国立学校設置法施行令の一部 を 改正す る 。国立大学の 大学問置の研究所 の研究部門
政令 （ 1 13) 4. 10  に 関 す る 省 令 等 の 一 部 を 改 正 す る 省 令
。 日 本体育・学校健康 セ ン タ 一法施行 令 の （同20)
一 部 を 改 正 す る政令 ( 143) 4. 10 。 日 本育英会 が学 資 の 貸与 を 行 う場合 の 認
定 の 基準及 び 方法 に 関す る 省 令 の 一部 を
（府令） 改正す る 省 令 （同 2 1 )
。政府職 員 の 勤務時間 に 関 す る 総理庁令 の
一 部 を 改正す る総理府令 （総理 12) 4. 6 （規則）
。人事院規則 9ー1 （ 非 常 勤職 員 の 給与 ）
（省令） の 一部 を 改正す る 人事院規則 （人事院 9 -
。国立学校設置法施行規則 の 一部 を 改正 す 1 - 8 )  
る省令 （文部 8 ) 4. 1 。人事院規則 1 - 4 （現行 の法律， 命令 及
。国立大学の学科及 び課程並 び に 講座及 び び規則 の 廃止） の 一部 を改正す る 人 事 院
学科 目 に 関 す る 省 令 の 一部 を 改正す る 省 規則 （ 同 1 - 4 - 11 )
令 （同 9 ) 4. 1 。人事院規則 9 - 1 （ 非 常 勤職 員 の 給与 ）
。教育 公務員特 例法施行令第 1 条 の 規 定 に の一部 を 改正す る 人事院規則 （同 9 - 1 -
基づき 大学院 に 置か れ る 研究科の 長を 定 9 ) 
め る省 令 の 一部 を 改正 す る省令 （ 同 10) 4. 1 。人事院規則 9 - 15 （宿 日 直手 当 ） の 一部
。国立学校 に お ける授業料 そ の 他の 費用 に を改正す る人事院規則J （ 同 9 - 15- 4 )  
関 す る省令 の 一部 を 改正 す る省令 （同11) 4. 。人事院規則 9 24 （通勤手 当 ） の 一 部 を
。国家公務員等 の 旅費支給規程 の 一部 を 改 改正す る 人事院規則 （ 同 9 - 24- 6 )  
正す る 省令 （大蔵2 1 ) 4. 3 
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。人事院規 則 15- 1 （ 職 員 の 勤務 時 間 等 の （告示）
基準） の 一部 を 改正す る 人事院規則 （ 人 。教育職員免許法施行規則第 14条の 2 及 び
事院15- 1ー2) 4. 6 第17条 の 2 の 規定により， 修得した単位
。人事院規則 9 - 2 （ 俸給表 の 適 用 範 囲 ） を 最低 単位数 に 含め る こ と が で き る 短期
の 一部 を 改正す る 人事院規則 （同 9 - 2 - 大学の専攻科 を 定 め る 件 （文部38) 4. 1 
15) 4. 10 。大学 の 位 置 を 変更す る 件 （ 同42) 4. 3 
。人事院規 則 9 - 30 （特殊勤務手当） の 一 。短期大学 の 位 置 を 変更す る 件 （同45) 4. 3 
部 を 改正す る 人事院規則 （ 同 9 - 30-17) 4. 10 。大学， 短期大学， 大学 の 学部， 短期 大 学
。人事院規 則 1 6 - 0 （職員 の 災害補償） の の 学科， 大学 の学部 の 学科 の 設置を 認可
一部を 改正す る 人事院規則 （ 同 16 - 0 - し た 件 （同46) 4. 6 
12) 4. 10 。大学院及 び大学院の研究科 の 設置 を 認可
。人事院規則 16 - 3 （ 災 害 を 受 けた 職 員 の し た 件 （同47) 4. 6 
福祉施設 ） の 一部 を改正す る 人事院規 則 。短期大学 の 廃止を認可 し た 件 （同48) 4. 6 
（ 同 16 - 3 - 15) 4. 10 。短期大学の学科及 び高等専門学校 の 廃止
。人事院規則J 9 -17 （ 俸給の 特 別 調 整 額） を 認可 し た 件 （同49) 4. 6 
の 一部 を改正す る 人事院規則 （同 9 - 17一 。短期大学， 短期大学 の 学科及 び大学 の 学
37) 4. 15 部 の 学科 の 廃止を認可 し た件 （同50) 4. 6 
。人事院規則 15- 1 （職員 の 勤務時 間 等 の 。短期 大学 の 学科 の 廃止を 認可 し た 件 （ 同
基準 ） の 一部 を 改正す る 人事院規則 （ 同 4. 6 
15- 1 - 3 )  4. 21 。著作権 に 関 す る 講 習会 に 関す る 件 （ 文 化
庁 3 ) 4. 27 
ミ』ミl�
平成4年度第1回附属図書館商議会（4月14日）
（審議事項）
( 1 )  完全週休 2 日 制実施 に 伴 う 図書館 の 対応 に つい
て
平成4年度第1回評議会（4月17日）
（審議事項）
(1) 富 山 大学名 誉教授称号授与 に つい て
( 2) 学生 の 除 籍 に つい て
(3) 富 山 大学学則 の 一 部改正 に つい て
(4) 大学教育改善検討委員 会 か ら の 答申 の対応等 に
つい て （ 継続）
(5) そ の 他
第2回事務組織等検討委員会（4月17日）
（議 題）
( 1 )  大学教育改善 に か か る 事務組織等の在 り 方に つ
いて
(2) そ の f也
平成4年度第1回事務協議会（4月21日）
（議 題）
( 1 )  当 面の 諸問題 に つい て
平成4年度第1回放射性同位元素総合実験室運営委員
会（4月21日）
（議 題）
(1) 平成 4 年度総合実験室使用 許可申 請につい て
(2) 平 成 3 年度運営費決算及 び平成 4 年度運営 費 予
算 （案 ） に つい て
-17-
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(3) そ の 他
平成4年度第1回低温液化室運営委員会（ 4 月 23 日 ）
（議 題）
(1) 平成 3 年度低温液化室運営費決算 に つい て
(2) 平成 4 年度低温液化室運営費予算 （ 案 ） に つい
て
平成4年度第1回補導協議会（ 4 月 23 日 ）
（審議事項）
(1) 第37 回大学祭に つい て
(2) 土曜閉庁に 伴 う課外活動施設等 の使用 に つい て
(3) そ の 他
平成4年度第1回授業料等減免選考委員会（ 4 月 お日 ）
（議 題）
(1) 平成 4 年度大学院入学生 の 入学料免除者 の 選 考
に つい て
(2) 平成 4 年度学部入学生の 入学料 免除者の選考に
つ い て
報 第333号
平成4年度第1回大学教育改善検討委員会（ 4 月 お日 ）
（議 題）
(1) 答申の 具体化 に つい て
第3回事務組織等検討委員会（ 4 月 27 日 ）
（議 題）
(1) 大学教育改善 に か か る 事務組織等の在り 方に つ
い て
(2) そ の 他
平成4年度第2回附属図書館商議会（ 4 月 27 日 ）
（審議事項）
(1) 平成 4 年度F付 属 図書館運営 費 に つい て
第3回自己点検 ・ 評価に関する検討委員会（ 4 月 お日 ）
（議 題）
(1) 本学の 自 己点検 ・ 評価の在り 方（ 案 ） に つい て
(2) そ の 他
ミ）���
富山大学学則の一部改正
，，・・・・ー， 富山大学学則の改正理由 ー一一一一一守一ー一一ーーー ・・・・・ ー・ー・ーーー ーー・・・ーー一一一一ー・一一一ー一一ー一一ー一一ー一一ー一一ーーーーーーー一一ーー・ ーーー・一一一ー一一ーーーー ...一一一ー一一ーーーー ーーー＼、, 目
平 成 4 年度 に 人文学部及 び理学部の 入学定員 増が 図 ら れ た こ と に伴い， 所 要事項を 改 め る 口
， ，
富 山 大学学則 の 一 部 を 改正す る 学則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 4 年 4 月 1 日
富山大学学則の一部を改正する学則
富山 大学学目lj （昭和59年 3 月 12 日 制定） の一部 を 次
の よ う に 改正す る 。
別表第 2 を 次 の よ うに 改 め る 。 （別添の と お り ）
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附 則
富 山 大学長 小 黒 千 足
1 こ の学 則 は ， 平成 4 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 別表第 2 に 定め る 収 容定員 は ， 同 表 の 規定 に か か
わ ら ず， 平 成 4 年度 か ら 平成 6 年度 ま で は， 次 の と
お り と す る 。
平成 4 年 5 月発行 品同チ 報 第333号
弓"'t 部 A号，，，与－ 科 等 平 成 4 年 度 平 成 5 年 度 平 成 6 年 度
人 文 寸＂＂＇．ー 科 380 人 380 人 380 人
人 文 学 部 宝ロ五 A守Aゐ与 文 5t主ゐ'- 科 395 410 425 
計 775 790 805 
小 学 校 教 員養 成 課 程 400 400 400 
中 学 校 教 員養 成 課 程 200 200 200 
養護 学 校 教 員 養 成 課 程 80 80 80 
教 育 学 部
幼 稚 園 教 員養 成 課 程 120 120 1 20 
情 報 教 育 課 程 160 160 160 
計 960 960 960 
経 済 Aヲ
以L， 科
昼 間 主 コ 一 ス 606 621 636 
夜 間 主 コ ス 80 80 80 
経 営 Aヲ以L， 科
昼 間 主 コ ス 496 496 496 
経 済 学 部
夜 間 主 コ ス 80 80 80 
経 ’昌“ ... 法 A弓＂！＇. 科
昼 間 主 コ 一 ス 408 408 408 
夜 間 主 コ ス 80 80 80 
計 1 750 1 765 1 780 
数 ム守＆ゐ'- 科 192 202 212 
物 理 且-T-ι 科 188 188 188 
化 号Aムι'- 科 172 1 72 172 
理 Aす�与 部
生 物 Aヲ＂！＇. 科 150 160 170 
地 球 科 �孟－． 科 128 128 1 28 
計 830 850 870 
電 子 情 報 工 学 科 528 528 528 
機 械 シ ス テ ム 工 学 科 303 404 404 
工 且ヲ孟．ー 部 物 質 工 み弓孟t 科 249 332 332 
化 学 生 物 工 学 科 258 344 344 
計 1,338 1,608 1 608 
� 
計
5,6 53 5 973 6,023 
-19-
平成4年 5 月 発行 � 十 報 第333号
（ 別 添 ）
別表第 2
且4- 部 ムす主与 科 等 入 学 定 員 収 容 定 員
人 文 ふ守主ゐ二 科 95 人 380 人
人 文 学 科 宝ロ玉 ふ4 文 ふ子込ゐ 科 1 10 440 
計 205 820 
小 学 校 教 員 養 成 課 程 100 400 
中 学 校 教 員養 成 課 程 50 200 
養 護 学 校 教 員養 成 課 程 20 80 
教 育 学 部
幼 稚 園 教 員養 成 課 程 30 120 
情 報 教 育 課 程 40 160 
計 240 960 
経 済 寸悼Z与， 科
昼 間 主 コ 一 ス 159 636 
夜 問 主 コ ス 20 80 
経 営 ム子ふ＂ 科
昼 間 主 コ 一 ス 124 496 
経 済 学 部
夜 間 主 コ 一 ス 20 80 
経 営 法 ふテー且． 科
昼 間 主 コ 一 ス 102 408 
夜 間 主 コ ス 20 80 
長十 445 1,780 
数 一A手,. 科 53 212 
物 理 号Aふ
ん
� キヰ 47 188 
化 ザ，，，ー. 科 43 172 
理 A弓以L． 部
生 物 且4- 科 45 180 
地 球 科 且弓2．ー 科 32 128 
計 220 880 
電 子 情 報 工 学 科 132 528 
機 械 シ ス テ ム 工 学 科 101 404 
工 A子＂＇」 部 物 質 工
�ふ4� 科 83 332 
化 学 生 物 工 学 科 86 344 
計 402 1 608 
メロ弘、 計 1,512 6,048 
備 考 経 済 学部の 「昼間主 コ ー ス」 と は ， 主 と し て 昼 間 に 授業 を 行 う コ ー スを 「夜 間主 コ ー ス」 と は ， 主 と し て 夜
聞に授業 を 行 う コ ースを い う 。
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富山大学事務組織規則の一部改正
富山大学事務組織規則の改正理由 …………・……………... ・e・－ー…一一一一一一一一一一一一一一 ー 一 一… ー 一 一一一一一一一 ＼
学生課 に 留学生係 を設置 し ， 教務係 を 学生課か ら 入試課 に組織変え す る こ と に 伴 い， 所掌事務 の 範 囲 を
見直 し ， 事務 の 効率化 を 図 る た め ， 所要事項を 改 め る 。
富 山 大学事務組織規 則 の 一部 を 改正す る 規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 4 年 4 月 1 日
富山大学事務組織規則の一部を改正する規則
富山大学事務組織規 則 （昭和39年 1 月 1 日 制 定 ） の
一部を次の よ う に 改 正す る 。
第 10条第 1 号 中 「補導及 び教務」 を 「厚生 補 導 」 に
改 め ， 同条第 3 号 中 「指導監督」 を 「指導 助 言」に 改
め ， 同 条 中 第 4 号 を 削 り ， 第 7 号 を第 8 号 と し ， 第 6
号 を第 7 号 と し ， 第 5 号 を 第 6 号 と し ， 第 3 号 の 次 に
次 の 2 号 を 加 え る 。
(4) 外国人留学生 に 関 す る こ と 。
(5) 学生の外国留学 に 関 す る こ と 。
第11条 中 第 2 号 を 削 り ， 第 3 号 を第 2号と し ， 第 4
号 を 第 3 号 と し ， 第 5 号 を 第 4 号 と す る 。
富山 大学長 小 黒 千 足
同条第 6 号 を 次 の よ う に 改 め る 。
(5) 寄宿舎の 管理運営 に 関 す る こ と 。
同 条 中 第 7 号 を第 6 号 と し ， 第 8 号 を 削 り ， 第 9号
を 第 7 号 と し ， 第 10号 を 第 8 号 と す る 。
第 1 1条 の 2 第 1 号 中 「入学者選抜」 を 「入 学 者 選 抜
及 び教務jに 改 め ， 同 条 第 3 号 中 「 企画， 立 案 」 を
「 企 画及 び立案」 に 改 め る 。
同 条 中 第 5 号 を第 6 号 と し ， 第 4 号 を 第 5 号 と し ，
第 3 号 の 次 に 次 の 1 号 を 加 え る 。
(4) 学生の学籍 そ の 他記録 に 関 す る こ と 。
附 則
こ の 規則 は， 平 成 4 年 4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
富山大学事務分掌内規の一部改正
ー 富山大学事務分掌内規の改正理由 一 一一 一一………………一一………・……………............ . 一 … …・……一一一一一 一一一一＼
1 主計課 に事務 の 効率化 を 図 る た め ， 専門職員 を 配置 し たこと に 伴 い， 所要事項 を 改 め る 。
2 学生課 に 留学生係 を設置 し ， 教務係を学生課 か ら 入試課 に 組織変え す る こ と に 伴 い， 学生部各 係 の 事
務分掌 を 見直 し ， 事務の 効率化 を 図 る た め ， 所要事項 を改 め る 。
3 教育学部附属学校第一係長を 予算執行職員 の補助者 と し て 指定す る た め， 所要事項 を 改 め る 。
4 工学部 に お ける 科学研究費補助金及ひ．委任経理金 の事務を適 正 か っ効率的 に 処理 す る た め ． 所 要 事
項 を 改 め る 。
5 附 属 図書館 に お ける 図書館 資 料 の 管理等 に ついて 一 元化 を 図札事務 を円滑に 処理す る た め， 所要事
項 を 改 め る 。
、、 ノーーーー・ーーーー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ーーーーー ー－·－·····－···・ーー，..・守，
富 山 大学事務分掌 内 規 の 一部 を 改正す る内 規 を 次 の と お り 制定する。
平 成 4 年 4 月 1 日
富 山大学事務局長 今 回 牧
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学
富山大学事務分掌内規の一部を改正する 内規
富山大学事務分掌 内規 （昭和61年 5 月 28 日 制 定 ） の
一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
第 4 条本文中 「総務係」 を 「専門職員， 総 務 係 」 に
改 め ， 同 条総務係 の 項 の 前 に 次 の 1 項 を 加 え る 。
専門職員
(1 )  特定調達契約及 び外国製機器契 約 に 係 る 指導 ・
助言 に 関す る こ と 。
(2) 会計法規 の 解釈及 び専門的事項 に 関 す る こ と 。
(3) 予算執行事務 に 係 る 監査 ・ 考査等に関す る こ と 。
(4) 会計関係の訴訟に 係 る 指導 ・ 助言 に関す る こ と 。
(5) 課 の 所掌事務 の， 上 司 の 命 を 受 け た 事項に 関 す
る こ と 。
第 7 条本文中 「教務係」 を 「留学生係 」 に 改 め ， 同
条総務 係 の 項第 l 号 を 次 の よ う に 改 め る 。
(1 )  学生部の 所掌事務 に 関 し ， 連絡調整す る こ と 。
同 条学生係 の 項第 1 号 を 次 の よ う に 改 め る 。
( 1 ） 学生の 厚生補導 に 闘 し 総括 し ， 連絡調 整 す る
こ と 。
同 条 同 項 中第 3 号 を 削 り ， 第 4 号 を 第 3 号 と す る 。
同条 同 項第 5 号中 「掲示， 印刷物等」 を 「集会． 掲
示及 び 印刷物等」 に 改 め ， 同 号 を 第 4 号 と す る 。
同 条 同 項 中 第 6 号 を第 5 号 と し ， 第 7 号 を第 6 号 と
し ， 第 8 号 を 第 7 号 と し ， 同 号 の 次 に 次 の 3 号 を 加 え
る 。
(8) 学生 の表彰及 び懲戒 に 関 す る こ と 。
(9) 学生補導 に 係 る 委員会等 に関す る こ と 。
ω） そ の 他学 生 の 厚生補導 に 関す る こ と 。
同条教務係 の 項 を 削 り ， 学生係 の 項 の 次 に 次 の 1 項
を 加 え る 。
留学生係
(1) 外国人留学生及び学生 の 外 国 留学 に 関 し ， 総括
し ， 連絡調整す る こ と 。
(2) 外国人留学生の受入 れ に 関 す る こ と 。
(3) 学生の外国留学 に 関す る こ と 。
(4) 外国人 留学生 に 係 る 各種行事 に 関 す る こ と 。
(5) 所掌事務 に 係 る 調 査 及 び報告 に 関す る こ と 。
(6) 留学生 に 係 る 委員会等 に 関 す る こ と 。
(7) 富 山 県留学生等交流推進会議 に 関す る こ と 。
(8) そ の 他外 国 人 留学 生 に 関 す る こ と 。
第 8 条厚生寮務 係 の 項 中 第 3 号 及 び第 4 号 を 削 り ，
同 条 同 項第 2 号 中 「学寮」 を 「寄宿舎」 に 改 め ， 同 号
を 第 3 号 と す る 。
報 第333号
同条同項第 1 号 を第 2 号 と し ， 同 号 の 前 に 次 の 1 号
を 加 え る 。
(1)  学生 の厚生福 祉 に 関 し ， 総括 し ， 連絡調整 す る
こ と 。
同 条 同項第 5 号 中 「斡旋」 を 「 あ っ せ ん 」 に 改 め ，
同 号 を 第 4 号 と す る 。
同 条 同 項 中 第 6 号及 び第 7 号 を 削 り ， 第 8 号 を 第 6
号 と し ， I 第 4 号の 次 に 次 の 1 号 を 加 え る 。
(5) 学生 の厚生施設及 び寄宿舎 に 係 る 委員会等 に 関
す る こ と 。
同条奨学 係 の 項第 1 号 を次 の よ う に 改 め る 。
(1） 学生 の奨学 に 闘 い 総括 し ， 連絡調整す る こ と 。
同条 同項第 4 号中 「斡旋J を 「あ っ せ ん 」 に改め る 。
同 条同項第 5 号 の 次 に 次 の 3 号 を 加 え る 。
(6) 所掌事務 の 調 査統計 に 関 す る こ と 。
(7) 学生 の奨学 に 係 る 委員 会等 に 関 す る こ と 。
(8) そ の 他学生の奨学 に 関す る こ と 。
同条保健係 の 項第 1 号 を 次 の よ う に 改 め る 。
(1 )  学生 の保健及 び衛生管 理 に 関 し ， 総括 し， 連 絡
調整す る こ と 。
同条同項中第 3 号 を 削 り ， 第 4 号 を第 3 号 と し ， 第
5 号 を 第 4 号 と し ， 第 6 号 を 第 5 号 と し ， 同号 の 次 に
次 の 3 号 を 加 え る 。
(6) 所掌事務 の調査統計 に 関 す る こ と 。
(7) 学生 の 保健 に 係 る 委員会等 に 関 す る こ と 。
(8) そ の 他学生の保健 に 関 す る こ と 。
第 8 条 の 2 本 文中 「入学試験係」 を 「入学試 験 係 及
び教務係」 に， 「， 次 の 」 を 「， そ れ ぞ れ 次 の 」 に 改
め ， 同 条入学試験 係 の 項第 1 号 を 次 の よ う に 改 め る 。
(1)  入学者選抜事務 に 関 し ， 総括 し ， 連絡調整 す る
こ と 。
同 条 同 項第 6 号 を 次 の よ う に 改 め る 。
(7) そ の 他入試課 の所掌事務で， 他 の 係 に 属 し な い
こ と 。
同 条 同 項第 5 号 を 第 6 号 と す る 。
同 条 同項第 4 号中 「調査， 統計及 び広報」 を 「調 査
統計」 に 改 め ， 同 号 を 第 5 号 と す る 。
同条 同項第 3 号 を第 4 号 と し ， 第 2 号の 次 に 次 の 1
号 を 加 え る 。
(3) 入学者選抜 に 係 る 広報 に 関 す る こ と 。
同 条 同項 の 次 に 次 の 1 項 を 加 え る 。
教務係
(1)  教務及 び大学院学生 の 入学 者 選 抜事 務 に 関 し ，
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総括 し ， 連絡調整 す る こ と 。
(2) 教育課 程 に 関 す る こ と 。
品同ザ・
(3) 学生 の 入学， 卒業そ の 他学籍 の異動 に 関す る こ
と 。
(4) 編入学等 に 関 す る こ と 。
(5) 聴講生及 び研究生等 に 関す る こ と 。 （学生 課 の
所掌 に 属 す る も の を 除 く 。 ）
(6) 大学院学生の 入学者選抜試験 に 関す る こ と 。
(7) 教務 に 係 る 委員会等 に 関す る こ と 。
(8) そ の 他教務 に 関す る こ と 。
第 10条会計 係 の 項第 1 1号中 「特殊教育就学 奨 励 費 交
付金及 び旅費等」 を 「旅費等」 に 改 め る 。
同条附属学校第一 係 の 項第 19号 中 「事務」 を 「給 付
金 の 支払」 に 改 め ， 同 号 を第22号 と す る 。
同 条 同 項 中 第 9 号 か ら 第 19条 ま で を 3 号ず、 つ 繰 り 下
げ， 第 8 号を 第 10号 と し ， 同 号 の 次 に 次 の l 号 を 加 え
る 。
ω 特殊教育就学奨励交付金及 び旅費等 の 支 出 負 担
行為 に 関す る こ と 。
同 条 同 項 中 第 5 号 か ら 第 7 号 ま で を 2 号 ず つ 繰 り 下
げ， 第 4 号 を 第 5 号 と し， 同 号 の 次 に 次 の 1 号 を 加 え
る 。
(6) 物品及 び役務等 の 支 出 負担行為 に 関 す る こ と 。
同 条 同 項 中 第 3 号 を第 4 号 と し ， 第 2 号 を第 3 号 と
し ， 第 1 号 の 次 に 次 の 1 号 を 加 え る 。
(2) 会計監査 に 関す る こ と 。
同条間属学校第二係 の 項 に 次 の l 号 を 加 え る 。
e� 日 本体育 ・ 学校保健 セ ン タ ー の事務 （ 附 属 学 校
学校第一係 の所 掌 に 属 す る 事務 を 除 く 。 ） に 関 す
る こ と 。
第 12条専門職員 の 項 中 第 5 号 を第 6 号 と し ， 第 4 号
の 次 に 次 の 1 号 を 加 え る 。
(5) 科学研究費補助金及 び委任経理金 の 監査 ・ 考 査
等 に 関す る こ と 。
報 第333号
第 14条受入係 の 項第 3 号及 び第 4 号中 「図書 館 資 料
（雑誌 を 除 く 。 ） 」 を 「図書館資料」 に 改 め る 。
同条整理 係 の 項 第 1 号 中 「図 書 館 資 料 （ 雑 誌 を 除
く 。 ） 」 を 「図書館資料」 に 改 め ， 同 条 同 項 第 2 号 を
削 る 。
同 条 同 項第 3 号 中 「図書館資料 （雑誌を 除 く 。 ） の
目 録 カ ー ド 」 を 「図書館資料の 目 録 テ ー タ ベ ー ス 」 に
改 め ， 同 号 を 第 2 号 と す る 。
同 条 同 項第 4 号 中 「図書 館 資 料 （ 雑 誌 を 除 く 。 ） 」
を 「図書館資料」 に 改 め ， 同 号 を第 3 号 と し ， 同 号 の
次 に 次 の 1 号 を 加 え る 。
(4) 図書館資料の全国総合 目 録 デ ー タ ベ ー ス の 作 成
に 関す る こ と 。
同 条 同 項第 5 号中 「図書 館 資 料 （雑誌 を 除 く 。 ） 」
を 「図書館資料」 に 改 め る 。
同条閲覧係の項中第 7 号 を 削 り ， 第 8 号 を第 7 号 と
す る 。
同条参考係 の 項 中第 4 号 を 削 り ， 第 3 号 を第 4 号 と
し ， 第 2 号 を 第 3 号 と し ， 第 1 号 を 第 2 号 と し ， 同 号
の 前 に 次 の 1 号 を 加 え る 。
(1) 参考調査 に 関す る こ と 。
同 条 同 項第 5 号中 「図書館資 料 に つ い て 」 を 「 図書
館 資料」 に 改 め る 。
同 条 同 項 中 第 6 号 を 削 り ， 第 7 号 を第 6 号 と し ， 第
8 号 を 削 る 。
同条学術情報係 の 項 を次 の よ う に 改 め る 。
学術情報係
(1) 図書館情報 シ ス テ ム の 管理 に 関す る こ と 。
(2) 図 書 館 の 情報 サ ー ビ ス に 関 す る こ と 。
(3) 図書館業務 の 電算 化 に 関 す る 調査 及 び研究 に 関
す る こ と 。
(4) 図書館 資料の冊子 目 録作成 に 関 す る こ と 。
(5) 学術情報 の 調査及 び統 計 に 関す る こ と 。
附 員lj
こ の 内規 は， 平成 4 年 4 月 1 日 か ら 実施す る 。
富山大学物品管理事務取扱細則の一部改正
， 
' 
、
富 山 大学 物品管理事務取扱細則の改正理由
物品管理事務 の効率化 を図 る た め ， 教育学部附属学校 に 分任物品出納官を設置 す る こ と に伴 い ， 所要事
項 を 改 め る 。 ： 
．、 ， 一 一 一 寸F 可F ー 可· － · － － ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ー ー ー ー ・ ・ ・ ・ ・ ー ー － － － － ・ ー ー ・ ー ー ー ー ・ ー ー ー ー － ー ー ー ー ・ － ・ ・ ・ ー ー ー ー ー － － － － － － － ー ー ー ー － － － － ー ・ ・ 4・ － － － － － － ， 一 一 ’ ー ー ー ・ ー ー ・ ー ー ー ・ ・ ー ー ー ・ ー ー ー ー ・ ・ ー ー ー ・ ー ー ー ー 一 ー ー ー ー ・ ・ ー ーー ー ・ ー ー ー ー ー 一 一 一・ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ・ ー ， 。ー － ー － ー ー ー ー ー ー ー ・ ー ・ ・ ー ー － － － － － ー ー ， · · · · － － － － － － ， ’
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富山大学物 品管理事務取扱細則 の一部 を 改正す る 細 則 を 次 の と お り 制定 す る 。
平成 4 年 4 月 1 日
富山大学長 小 黒 干 足
富山大学 物 品 管 理事務取扱細則の一部 を改正する 細則
富山大学物品管理事務取扱細目lj （昭和35年 4 月 22 日 制定 ） の一部 を 次 の よ う に 改正す る 。
別表第 3 の 2 中
「
部 局
分任物 品 出 納 官 と
す る 官職
分掌 さ せ る 事務 の範囲
附 属 図 書 館 閲 覧 係 長
附属図書館 に属 す る 図書館資料の 出納及 び保
管 に 関 す る 事務
」
を
部 局
分任物 品 出 納 官 と
す る 官職
分 掌 さ せ る 事務 の 範 囲
教 育 学 部 附属学校第一 係長
附属学校 に 属 す る 物 品の 出 納 及 び 保管 に 関 す
る 事務
附 属 図 書 館 閲 覧 係 長
附属図書館 に 属 す る 図書館 資料の 出納及 び保
管 に 関 す る 事務
に 改 め る 。
附 目IJ
こ の 細 則 は， 平成 4 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
富山大学学則の一部改正
富山大学 学 則の改正理由
国立大学 の学科及 び課程並 び に 講座及び 学科 目 に 関 す る 省 令 の 一 部 を 改正す る 省令 （平成 4 年 4 月 10 日
文部省令第 16号 ） の 施行 に 伴 い ， 所要事項 を 改 め る 。
、 ．
、， ＂
‘ 一 ・ ・ ・ ・ ・ ー ー ・ ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ー ー ー － ー ・ ・ ー ー ー ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー 宇 一 ー ー ー ー ー ー ー ー . . . ， ー ーー ー . . . . ι. . . . ー ー 可F F ι. . . . . ー . . . ， ι. . . . . . . . ー ー ー ー ー ー ι. . ・ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー . . . . . . . ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ー 一 一 ー ー 一 ー ー ’ 一 一 ー ー ー ー 可. . . . ー ー ー . . e ， ー ー ・ ー ー . . . . . . . . . . . . . . . . . . 可. . . 一 一 一 一 一 一 一 一 宇 一 司. . . . . . 一 ’
富山大学学目lj の 一 部 を 改正す る 学則 を 次 の と お り 制定 す る 。
平成 4 年 4 月 17 日
富 山 大学長 小 黒 千 足
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富山大学 学 則 の一部を改正する 学 則
富 山 大学学則 （ 昭和 59年 3 月 12 臼 制定 ） の 一部 を 次
の よ う に 改正す る 。
別表第 1 理学部 の 項 中 「ム応 用 解析学及 び電子 計 算
「ム応用 解析学及 び電子計算機論
機論」 を に改め る 。
ム情報数理
報 第333号
附 則
こ の 学則 は， 平成 4 年 4 月 17 日 か ら 施行 し ， 平 成 4
年 4 月 10 日 か ら 適 用 す る 。
富山大学当直規則の一部改正
， ， 富山大学 当 直規則の改正理由
一般職 の 職員 の 給与等 に 関 す る 法律及 び 行政機関 の 休 日 に 関す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 4
、、、、ー一一一一一一一一一一一一ー一一一一一ーーーーー .ー..ー 一ー 一ーー一一一一一一一ーーー 一一ーーーーーー一一 一一一一一一一一一一一一一ー 一一一一一一一ーー一ー..
年法律第28号 ） が施行 さ れ， 土 曜 日 が行政機関 の 休 日 と な る こ と に 伴 い ， 所要事 項 を改 め る 。
， ，一一’
富 山 大学 当 直規則 の一部を改正す る 規則 を 次 の と お り 制定 す る 。
平成 4 年 5 月 1 日
富山大学 当 直規則の 一部 を改正する規則
富 山大学当直規則 （昭和39年 2 月 15 日 制定 〉 の 一 部
を 次 の よ う に 改正す る 。
第 2 条第 1 項 第 1 号 中 「， 日 曜 日 」 を 「， 日 曜 日 ，
土 曜 日 」 に 改 め る 。
同条第 1 項第 2 号 た だ し 書 を 削 る 。
富 山大学長 小 黒 千 足
同 条 に 次 の l 項 を 加 え る 。
2 前項 の 勤務時間 に よ り 難 い と き は ， 学長 は ， 別
に 定 め る こ と が で き る 。
附 員Ij
こ の 規則 は ， 平成 4 年 5 月 1 日 か ら 施行す る 。
『平成 4 年度環境月 間』
； 
! 
l 期 間 ｜ 平成 4 年 6 月 1 日 （月）～ 6 月 30 日 ω
： 
： 
｜ 戸 ｜ 地球と はも っ ωよ く なれるはず ： 
Fhd 
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平成 4 年 春 の 叙勲が， 去 る 4 月 29 日 付 けで発表 さ れ，
本学関係 で は 次 の方が受章 さ れ ま し た 。
名誉教授 植村元畳 勲ニ等瑞宝章
名誉教授 岩淵富治 勲三等瑞宝章
植村名誉教授 岩調j名誉教授
己記J司副司J
取 得 者
学 位 の 種類
取得年月 日
学位論文名
水 素 同 位体機能研 究 セ ン タ 一
助手 車 田 完
工学博士 （名 古屋大学 ）
平成 4 年 3 月 9 日
核融合炉第一壁 と し て の 黒鉛材料 と 水
素同位体 の 相 互作用 に 関す る 研究
取 得 者
学位の種類
取得年 月 日
学位論文名
工学部 助手 吉 田 正道
工学博士 （京都大学）
平成 4 年 3 月 23 日
乾燥速度特性関数 に 基 づ く 速度相関 と
水分移動物性 の 決 定
��Q!)�［！） 
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
海外研修旅行 理 学 部 助教授 松島 房和 ア メ リ カ 合 衆 国
遠赤外分子分光及 び分光装置制作 4 .  4 .  29 
に関す る 資料収集 4 .  5 .  6 
CU ヮ“
平成 4 年 5 月発行 品:u,十 報 第333号
報
学生課臨時用務員 中 田 義明氏逝去
本学学生課臨時用 務員 中 田 義明 氏 は ， 平成 4 年 4
月 3 日 か ら 病気療養 中 の と こ ろ ， 去 る 4 月 12 日 心 不
全 の た め 御逝去 さ れ ま し た 。 享年61歳。
同 氏 は， 昭和61年 6 月 に 本 学 に 奉 職 さ れ て 以 来，
職務 に 精励 さ れ， 特 に ， 学生会館 で は， 迅 速 か っ 適
切 な 職務 の 遂行 に よ り ， 多 く の 教職員及 び学生 か ら
慕 わ れ て ま い り ま し た 。 今後 も 本学 の た め に 大 い に
御尽力 い た だ け る も の と 期待 さ れ て い た だ け に ， こ
の御逝去が惜 し ま れ て な り ま せ ん 。
こ こ に ， 同 氏の 御冥 福 を 祈 り ， 謹ん で哀悼 の 意 を
表 し ま す 。
国���
〈新任者住所〉
附属図書館
事務補佐 員 高 越 義 一
（閲覧係 ）
〈住所 変更〉
教 育 学 部
教 授 松 井 政 明
（社会科教育）
事務補佐 員 杉 森 真希子 助 教 授 麿 田 忍
（閲覧係 ） （教育学 ）
事務補佐 員 大 森 啓 美
（閲覧係 ）
講 師 向 後 千 春
（臨床心理学）
ワ臼
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教 養 部文 部 技 官 奥 田
（化 学 ）
都
工 学 部
助 教 授 広 瀬 貞 樹
（基礎情報工学）
助 手 佐 山 三千雄
（生体分子化学）
報 第333号
教 授 気賀津 保 規
（歴史学 ）
教 授
（ ト イ ツ 語 ）
奥 貫 晴 弘
l!l
r!l
�
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平成 4 年度にお け る 「 さ わやか行政サー ビス運動」 の推進について
政府 「 さ わ や か 行 政 サ ー ビ ス 推進協議会」 で は ， 昭
和63年度以 来 「 国 民 の 立 場 に 立 っ た 親 切 な 行 政 」 ，
「真心 の こ も っ た 行政」 の 実現 に 向 け ， 次の観点に立っ
て 「 さ わ や か 行政 サ ー ビ ス 運動」 を推進 し て い ま す 。
さ わやか行政サー ビス の観点、
1 . 分 か り や す い 行政 サ ー ビ ス
(1)  案 内 標識 ・ 案 内 表示等 の整備
(2) 申 請 書等記載事項 ・ 方法 の 明確 化
(3) 業務 に 関 す る 情報提供
2 . 便利 な 行 政 サ ー ビ ス
( 1 )  窓 口 受付機能 の 拡大
(2) 窓 口 事務 の 取 扱 い 時間 の 改善 （ 昼 休 み， 夜間等）
(3) 申 請等手続 き の 簡素化
(4) 窓 口 環境 の 整備
3 . 迅速 な 行政 サ ー ビ ス
( 1 )  事務処理 に 要 す る 時間等の告知
(2) 事務処理 の迅速化 ・ 的確 な 対 応
4 . 清潔 な 行 政 サ ー ビ ス
(1) 服装 ・ 身 だ し な み の 清 潔 の 保持
(2) 窓 口 ・ 待合室等 の 美化， 清潔 の保持
5 . 丁寧 な 行 政 サ ー ビ ス
(1) 窓 口 ・ 電話等 に お け る 親切 ・ 丁寧 な 応対
6 . 安全 に配慮 し た 行政 サ ー ビ ス
(1 ) 高齢者 ・ 障害者等 に 配慮 し た 応対
7 . 人間性 に 配 慮 し た 行政サ ー ビ ス
(1) 高齢者 ・ 障害者 ・ 非喫煙者等 に 配慮 し た 応対
(2) プ ラ イ パ シ ー に 配慮 し た応対
本学 に お い て も ， 標記運動を 踏 ま え ， 一層 の 改 善 に
努 め ら れ る よ う 御協 力 く だ さ い 。
QO 
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昌三）��
本 部
4 月 6 日 部課長会議
10 日 平成 4 年度入学式
教養部， 学生部 ・ 保健管理 セ ン タ ー ， 附 属
図 書 館 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
1 1 日 学生団体オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
13 日 各学部オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
16 日 部課長会議
17 日 第 1 回評議会
第 1 回部局長懇談会
第 2 回事務組織等検討委員会
20 日 紺綬褒状並 び に 感謝状伝達式
五福地区構内清掃
21 日 第 l 回事務協議会
第 1 回入学者選抜方法研究専門委員会
第 1 回放射性同位元素総合実験室運営委 員
A-
22 日 国立大学協会第一常置委員会 （於 ： 国 立 大
学協会）
23 日 第 l 回授業料減免選考委員会
第 1 回補導協議会
学務関係係長会議
第 l 回低温液化室運営委員会
23～24 日 第 78 回 東 海 ・ 北 陸 地 区 会 計 系 部 課 長 会 議
（於 ： 岐阜大学 ）
25 日 第 1 回大学教育改善検討委員会
27 日 名 誉 教授称号記授与式
第 3 回事務組織等検討委員会
27～28 日 奨学事務協議会 （於 ： 愛知県産業貿易館 ）
28 日 第 3 回 自 己点検 ・ 評価 に 関 す る 検討委員会
4 月 3 日 係長会議
7 日 学部教務委員会
8 日 教授会
10 日 大学院人文科学研究科新入学生オ リ エ ン テ ー
シ ョ ン ・ 健康診断
13 日 新入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・ 健康診断
前学期授業開始
学部教務委員会
15 日 学部将来計画委員会
16 日 係長会議
20 日 学部補導委員会
22 日 教授会
教授会 （人事）
係長会議
24 日 職業補導委員会
30 日 学部図書委員会
係長会議
教 育 学 部 ｜
4 月 2 日 大学院設置準備委員会
学部補導委員会
3 日 教授会
学部教務委員 会
学部教務 ・ 補導合 同委員会
6 日 授業開始
附属 小学校始業式
7 日 拡大学部将来計画 委員会
附属小学校入学式
附属 中学校始業式
8 日 教授会
人事教授会
附属中学校入学式
附属 幼稚園始業式
附属 養護学校始業式
9 日 附属 養護学校入学式
10 日 紀要編集委員会
附属 幼稚園入国式
学部図書委員会
13 日 新入生オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 及 び健康診断
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学部留学生委員会 8 日 教授会
15 日 入学者選抜方法検討委員 会 人事教授会
健康診断 10 日 教育問題等検討委員会
21 日 拡大学部将来計画委員会 学科主任会議
22 日 教授会 13 日 新入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ， 健康診断
学部教務委員会 15 日 学科主任会議
学部補導委員会 大学院構想懇談会
23 日 附属学校運営委員会 学部将来計画委員会
27 日 学部予算委員会 16 日 係長会議
21 日 入試改善委員会
経 済 学 部 ｜ 22 日 学科主任会議
係長会議
4 月 1 日 係長会議 23 日 学部補導委員会
学部補導委員会 理学研究科専任教授委員会
8 日 学部教務委員会 30 日 係長会議
教授会
9 日 大学院経済学研究科委員会小委員会 工 ム弓孟4二与
夜間主 コ ー ス 専門教育課程オ リ エ ン テ ー シ ョ
ン 4 月 1 日 係長連絡会
10 日 夜間主 コ ー ス 新入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 2 日 学部運営委員会
13 日 経済学部授業開始 3 日 学部入学試験検討委員会
昼 間主 コ ー ス 新入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 6 日 学部教務委員会
新入生健康診断 8 日 教授会
15 日 学部入学方法検討委員会 工学研究科委員会
17 日 大学院経済学研究科委員会 9 日 学部教務委員会
20 日 大学院経済学研究科授業開始 10 日 学部図書委員会
係長会議 13 日 入学生オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
21 日 大学院経済学研究科委員会小委員会 15 日 授業開始
22 日 学部教務委員会 教授会
人事教授会 16 日 学部拡大教務委員会
教授会 17 日 技官連絡会
大学院経済学研究科委員会 20 日 学部施設整備委員会
24 日 学部補導委員会 22 日 学部補導委員会
27 日 学部入学方法検討委員会 24 日 学部国際交流委員会
28 日 係長会議 27 日 マ レ ー シ ア 工科大学副学長訪問
30 日 学部教育改善検討委員会 28 日 学部入学試験検討委員会
学部等図書委員会 学部運営委員会
30 日 学部拡大教務委員会
理 Aマ主4ーヤ
教 養
4 月 1 日 教育改革等懇談会
3 日 係長会議 4 月 2 日 補導委員会
7 日 学部案内編纂委員会 3 日 教務委員会
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人事教授会
教授会
8 日 将来計画委員会
10 日 教養部オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
補導委員会
13 日 前学期授業開始
夜間主 コ ー ス 前学期授業開始
教務委員会
将来計画委員会
14 日 予 算委員会
将来計画委員会
15 日 教授会
22 日 図書委員会
視聴覚教育委員会
将来計画委員会
27 日 補導委員会
将来計画委員会
｜ 附 属 図 書 館 ｜
4 月 14 日 第 1 回附属 図書館商議会
係長連絡会
15 日 J 0 I S 研修 会
20 日 係長連絡会
ぶ比寸・
23 日 富 山 県図書館協会代議員会 （於 ： 富山 県 民
会 館 ）
23～24 日 第 43 回 北 信 越 地 区 国 立 大 学 図 書 館 協 議 会
（於 ： 福井厚生年金会館）
27 日 第 2 回附属 図書館商議会
水素同位体機能研究セ ン タ ー
4 月 20 日 R ・ I 特別健康診断
24 日 R ・ I 教育訓練
27 日 第 l 回水素 同位体機能研究 セ ン タ ー 専門委
員会
地域共同研 究 セ ン タ ー
4 月 20 日 感 謝状贈呈式
27 日 マ レ ー シ ア 工科大学副学長視察
報 第333号
保健管理 セ ン タ ー
4 月 13 日 健康診断 （新入生 ）
15 日 健康診断 （教育学部）
22 日 健康診断 （教養部）
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編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町 1 丁 目 5 18 
電 話 （ 24 ) 1 7 5 5 f仰
